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第６回 部会検討結果報告書 （文化・学習部会） 

 
記録者 北川 清貴 場所 市役所北庁舎第１・２・３会議室 
開催日時・場所 平成２６年１０月８日（土） 午前１０時００分 ～ １０時５０分 
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■前回（第５回会議）の振り返りについて 
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■全体の振り返りについて 

 
１ 重要な視点 
①成熟社会として文化水準の向上 
②地域コミュニティの活性化 
 

２ 見直し論点のポイント 
 ①多様化している市民のニーズを的確に把握し、目的を明確化する 
 ②参加主体の拡大（大学や企業の専門家等に声を掛け、多様な人を集める） 
 ③市が持っている情報の公開と共有（何かやろうにもどこに誰がいるかわからない） 
 
３ 市民ができること、市にサポートしてもらいこと 
 ①市の財産として地域の人材の活用（人材を把握し、繫げる） 
 ②ボランティアだけでは無理があるので、企業の参加を市が働きかける（個人で企業に働きか

けることは限界がある） 
 ③「市にやってもらえ」という意識を変える 
 ④市民協働の目線に立った、新たな情報開示のルール作り 
 
 
 
 
 
 


